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　「安定液を用いる地中連続壁工法」は信頼と実績の地中壁施工
協会の会員にご用命をお願いします。

新型専用掘削機の導入
　国産の東亜利根ボーリング社製「Ｃ
ＭＸ－ＳＥ型」に加えドイツバウアー
社製の地中連続壁掘削機「ＣＢＣ型」
が導入されました。懸垂式水平多軸回
転掘削機でありながらＨＤＳ（ホース
ドラムシステム）を搭載し、一体
型でコンパクトな掘削機本体になって
います。またカッターに搭載している
傾斜計とジャイロコンパスにより、傾
斜とねじれを併用した計測で高い精度
管理が可能です。

世界一の地中連続壁施工技術で
地震や津波から社会資本を守ります
　地中壁施工協会は、「安定液を用いる地中連続壁工法」の専門工事業
者と、地中連続壁に必要な材料、鋼構造物、特殊機械などを取り扱い供
給する会社との技術協力団体であり、地中連続壁工法の技術レベル向上
と普及を目的としています。日本の地中連続壁を施工する技術は世界一
であり、その代表的な構造物が「東京湾アクアライン風の塔」「東京ス
カイツリー」です。近年では「リニア中央新幹線」「原子力発電所防潮
堤」などに使われ、優位性が実証されています。
　次世代の社会資本整備に向け、世界的に最先端技術である日本の地中
連続壁技術を維持し発展させるため、専門技術者の育成、施工システム
の改良などさらなる技術力の強化を図り、専用資機材の円滑な供給体制
を整えて、皆さまの多種多様なニーズにお応えし、高品質な製品を提供
します。

地下外壁・耐震壁・基礎杭に対応する
高機能な地中連続壁工法
　「安定液を用いる地中連続壁工法」は、大深度地下構造物を構築する
ために不可欠な山留壁の代表工法であり、深度ｍの高精度施工が可
能です。この工法はＲＣと形鋼＋ソイルセメントを使い分けられ、仮設
の山留壁だけではなく本設地下外壁に利用でき、後で構築する梁、柱、
壁など後打構造体と接合する合成壁、せん断力や曲げモーメントに抵抗
する耐震構造壁とすることが可能です。また鉛直力を支える基礎杭の用
途にも対応します。

　スーパーウエルポイント工法（ＳＷＰ工法）は地下水を負圧伝播で揚水
する事で、スポット的に地下水圧を減圧する事ができ、海岸や河川の地下
水でも水位低下が可能となった工法です。
　粘性土地盤等では、この負圧伝播の効果で常温での水蒸気気化が促進さ
れ脱水や乾燥が進み軟弱地盤の改良、圧密促進が可能となった工法です。
　ＶＯＣｓ、油分等の気化の物質も除去でき、土壌浄化としても有効です。

ＣＢＣ型

【特別会員】
株式会社大林組

【賛助会員】
三和機材株式会社
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【正会員】
日本ベース株式会社
丸井重機建設株式会社
丸門建設株式会社
宮﨑基礎建設株式会社
洞海土木株式会社
金城重機株式会社
株式会社永井組
株式会社伊予ブルドーザー建設

１．負圧伝播とは？
地下水をＳＷＰでバキューム吸引すると
ａ）Ｈｉ－Ｗａｉ洗浄効果（自社特許）
ｂ）井戸内水位を負圧で吸い上げない様にコントロールし、
バキューム吸引する事で、地盤の方に負圧を伝播させる事（自社特許）
この２つの特許の効果により、井戸内への地下水の流入が加速度的に速くな
る事で、地盤内に負圧エリアが生じ、縦波でＳＷＰに吸引されていきます。
その事で
地下水位低下工法・・・ＳＷＰ工法（スポット減圧効果）
軟弱地盤改良・・・・・Ａ＆Ｓ工法　　　Ｑｉｎ－ＴＡＫＯ工法
　　　　　　　　　　　ＳＫＫ工法（真空気化効果）
等、多数の応用技術を開発中です。
注）外見上、ＳＷＰと似た工法が有りますが、本来の負圧伝播の効果は当社
単独の特許で確立していますので、ご注意願います。
また、この負圧伝播の数値解析も可能です。
２．ＳＷＰの採用例
・大型水門工事（海岸、河川等）、大気圧条件下での橋脚工事、大深度低圧
ケーソン工事⇒Ｑｉｎニューマチック工法、下水道処理場、ポンプ場、建築
立坑、等→山留め内水位低下、（外廻りの水位は殆ど低下しない。又、外廻
りの水位低下防止、コントロールにはＱｉｎ－ＴＡＫＯ工法が有効）地辷り
対策、全ての地下水対策として。
３．真空気化工法の採用例
ａ）乾燥、土壌浄化・・・ＳＫＫ工法
地盤強化、トラフィカビリティーの改善、産業廃棄物対策、液状化対策
ｂ）圧密促進工法・・・Ａ＆Ｓ工法、Ｑｉｎ－ＴＡＫＯ工法
プレロードを必要としない。沈下エリア大きい。沈下速度早い。間隙水圧上
昇しないので円弧スベリなし。
４．地下水完全復水工法・・・Ｖ．Ｐ．Ｒ．Ｗ工法
ＳＷＰとの組み合わせで地下水を酸化（サビ）させず、圧力注入とＨｉ－Ｗ
ａｉ洗浄で完全復水
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■ＮＢ工法の概要
　バイブロを起振させて一度引上げることにより、継手管のセリをなくした
状態にする。再度連続で中掘りを行えるため、手間を掛けることなく施工で
きる。

　日本ベースが独自に開発した鋼管矢板及び鋼管杭に低振動バイブレーター
を併用し、中掘り圧入する工法です。この利点により、鋼管矢板、鋼管杭に
品質精度を確保しました。
　ただ、常時的にバイブロをかけ使用し、騒音を発することなく最小限に使
用して圧入よりもむしろ引き抜きを重視して鋼管矢板のせりの修正を目的と
してより精度の高い施工を可能としました。
　また、鋼管杭においても特に長尺杭に威力を発揮しておりφクラスで
ｍ～ｍの施工実績があります。
　杭品質効果以外にも工期を短縮できてコストダウンにつながるほか、低騒
音・低振動で周囲への環境に配慮した工法として全国各地で数多くの実績を
積んでいます。
■ＮＢ工法の特長
○長尺杭の施工が可能
　・中掘とバイブロの２馬力により長尺杭の施工が可能
　・中掘根固め工法でｍ大深度達成
○精度の高い施工が可能
　・施工中の引抜きが可能となり鋼管矢板のセリ解消を実現
　・打込み困難な場合でもオーガスクリューの引揚げなしで再掘削圧入が可能
○工期・工費縮減
　・中間層の打抜きがスムーズ。一般中掘工法では沈設不能なケースでも新
たな補助工法が不要
○低騒音・低振動
　・バイブロハンマは必要なときだけ使用

大深度鋼管杭・鋼管矢板杭の中掘工法による
精度と生産性向上を可能に

鋼管杭中掘バイブロ併用工法「ＮＢ工法」
特許取得　第号／実用新案　第号／ＮＥＴＩＳ　ＫＴ－－Ａ
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